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（写真₂）「Sead leafe」材質：樫  58×70×202cm
（ 写真₃）日本庭園 「Japanischer Garten」
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のコンセプト等についてである。製作途中での鑑賞
は、作品の完成がどのようになるのかとても興味深
いようである。作家が完成イメージのデッサンを見
せると制作途中の作品を見て納得していく生徒もい
る。彫り終わったばかりの木屑の匂いを嗅いで、樹
種を確かめようとする生徒。ノミやハンマーの形に
興味を持つ生徒など様々である。後日教室に戻って、
発表会が行われるのであろう。40分ほど会場を回っ
ていたと思われる。別の日には植物園に隣接する幼
稚園５歳児の訪問を受けた。（写真５）チェーンソー
で簡単に魚を彫るデモンストレーションを行ったド
イツ人作家ハインツは拍手喝采を園児たちから浴び
ていた。
　子どもたちはここで本物に触れる喜びを味わい、
作る過程を「見る」という体験をする。鑑賞者と作
家が作品を通して心の交流を持つということはシン
ポジウムの大きな特色であろう。美術館に展示され
た完成作品を鑑賞することも大切であるが、作られ
る過程を共に楽しみ、双方向に触れ合うという「生
きた鑑賞教育」がシンポジウムの中で行われる。引
率の先生は何度も子どもたちに言葉掛けを行ってい
た。子ども達からいろいろと質問を受け、作家とし
て気づかされることも多かった。シンポジウムにお
ける鑑賞教育として、貴重な体験であった。
₄．おわりに
　16世紀のドイツ彫刻家ティルマン・リーメンシュ
ナイダーの木彫作品を美術館や教会で見る機会が
あった。その写実の流れを現代に引き継ぎ、独自の
スタイルを確立しているドイツの木彫家達は、最後
という背景を考えて構想を練った作品を突然日本庭
園に設置するとの説明を受け、正直困惑した。作品
をこの日本庭園に融合させることができるか自信が
持てなかったが、初期のコンセプト通りに制作する
ことに集中した。この作品は木彫が風化していく様
を良しとしたコンセプトの作品であった。侘び錆び
の日本文化と、時間の経過を意識したフォルムの追
及を心掛けた。作品が風化することにより、日本庭
園に馴染むことも期待した。
₃．鑑賞教育としてのシンポジウム
　国際彫刻シンポジウムに、ここ数年連続して参加
する機会があり、学校教育との連携を多く見かける。
今回も、地元公立の幼稚園児、小学生から高校生の
観覧を受けた。鑑賞教育が幼児教育にも浸透してい
ることにはとても興味深い。美術館等で幼児図書を
閲覧してみると、ヨーロッパでは様々な芸術家の作
品がとても多く紹介されている。マネ・ゴッホ・ル
ノワールなどの印象派から、遡ってダ・ヴィンチ・
ミケランジェロなどのルネッサンス期作家まで幅広
く作品が浸透していて、美術の教科書以外にも登場
する。会期中ワイマールに観光する日があったが、
そこで建築改修工事用テントにマネの絵が大きくプ
リントされている光景に出会った。（写真４）
　会期中教員に引率されて子どもたちは彫刻作品の
制作風景を見て回る。植物園をひと回りした後、自
由見学の時間になった。中学生は教員から配布され
たワークシートを持って、作家に質問して回る。木
の種類・作品タイトル・作家の出身国・名前・作品
（写真₄）建築物にマネの「草上の昼食」をプリン
トされたテントが張られていた。
（写真₅）幼稚園₅歳児に折り紙を教えている筆者
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注
１）1959年オーストリアで始まった７カ国11名によ
る採石場での公開制作以来、そのシンポジウム
のスタイルがドイツ、ユーゴスラビア、イスラ
エル、ポーランド等と次々に開催されて、今日
に至ると言われている。　鈴木徹　井田勝己「日
本における彫刻シンポジウムの現状　VOL.1」
文教大学教育学部紀要、第30集、74、1996.
２）1618年から48年にかけて、ドイツを中心に行わ
れた宗教戦争。新教と旧教の対立に起因する、
ヨーロッパ最大規模の宗教戦争であった。
３）作家とは制作者であり、今回参加した石彫家や
木彫家を含む。
４）５）６）７）文中の鍵括弧は本シンポジウムの
参加条件・要綱を和訳したものである
８）公共的空間に置かれる作品を一般的に指すが、
海野弘　北川フラム監修「パブリックアートの
世界」平凡社54、1995.では「野外彫刻とどう
違うのか。まずいえるのは、庭、そして都市の
空間の中で語ることができるもの－中略－パブ
リックな空間に置かれて見られるというだけで
なく、作り手の共同性、無名性をも意味してい
る…」と表現されているので参照されたい。
９）ドイツ観光局公式サイト
　　http://www.visit-germany.jp/を参照
に彩色を施し見事な作品を完成させた。共に制作が
できたことをとても光栄に思うと同時に学ぶことの
多いシンポジウムであった。（写真６）
　市民や子ども達に目を向けると、日々の生活の中
で彫刻に触れる機会が多いと思われる。むしろ彫刻
のある生活が日常となっている。教会の内外に建築
の一部として施された聖人の彫像。門扉のレリーフ
等々が身近なところに存在している。市民と語り合
うことのできる彫刻シンポジウムの役割や人と街と
自然との架け橋となる彫刻のあり方について、様々
な想いが会期中に浮かんだ。教育文化交流の面から
見た場合の、子どもを対象とした教育プログラムと
シンポジウムの関わり方について。学校教育のシス
テムと鑑賞教育の可能性などである。また、制作者
と鑑賞者、社会や地域との連携など、様々な観点か
らのアプローチについても課題として捉えていきた
い。彫刻シンポジウムを通して、今後も更なる文化
交流を発展させていきたい。
追記
　シンポジウムの様子は地元チューリンゲン州の新
聞「UNSTRUT-HAINICH-KREIS」に日々取り上げ
られていた。８月13日付けの新聞に筆者の作品が「特
別に日本庭園に置かれる」ということと、「自然界の
力強さを作品から感じる」と記されていた。
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（写真₆）参加彫刻家の昼食風景
